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１．はじめに 
 米子市がある鳥取県西部地区には公共天文台

は存在しておらず、近隣の天文台まで最短でも

100km 以上の距離がある。すなわち、天文学に

触れる機会が少ない天文の空白地帯とでもいう

べき場所である。 
そんなとき、兵庫県川西市在住の三好清勝様よ

り口径 10 吋の高精度放物面鏡を頂いた（図１）。

そこで、我々はこれを用いて望遠鏡を製作し、地

域で天体観望会を催して天体や宇宙についての

解説を行うことでこの現状を少しでも改善すべ

く行動を開始した。 
 
２．ドブソニアン望遠鏡製作 
我々は、製作する望遠鏡を構造が簡単で大口径

のものが容易に製作できるドブソニアン望遠鏡と

した。まず市販のキット（オルビィス製 KT-10cm
タイプ 900）を購入し、製作することでノウハウ

を学んだ。 
続いて、藤井旭著「天体望遠鏡教室」、天文ガイ

ド編集部編「天体望遠鏡の作り方」、えびなみつる

著「天体望遠鏡を作ろう」を基にして設計を開始

した。なお、設計では以下の性能を求めた。 
一.良好な操作性が確保できること。 
一.M45 が完全に視野内に収まること。 

 鏡筒の形状は直方体で全木製とした。また、鏡

筒の製作で円形にカットを行わなければならない

部材は、全て我が校の実習工場の NC 工作機械で

加工することにより精確な円形にすることが出来

た。斜鏡の取り付けはスパイダーではなく取り付

け板に装着する形をとった。主鏡はセルに収めて

底板のバネを介した押し引きネジで光軸調整するようにした。また、タカハシ

の接眼鏡LE-50mm使用時にM45が視野内に収まるように設計した。その結果、

斜鏡短径は 90mm と大型のものとなった。組み上げた鏡筒を架台に載せたとこ

図２．完成したドブソニアン望遠鏡 

図１．10 吋の主鏡 



図４．プラネタリウム内での解説 

ろ、懸念されていたバランス、耳軸の位置などの問題をクリアしており、非常

に滑らかな操作性が得られた。望遠鏡は秋口には完成したが、非常に大型で尚

且つ理想的な操作性と性能を持つ、初めてとしてはまさに最高というべき望遠

鏡を作ることが出来た（図２）。そして我々は早速これを以って、近隣の小学校

で観望会を開催することを決定した。 
 
３．観望会の開催 
我々は昨年 11 月 18 日に、本校の隣にある彦

名小学校で天体観望会を開催した。しかし、当

日は悪天候となってしまった。そこで、我々は

天体シミュレーションソフト「ミタカ」を用い

て受講者の小学生とその保護者に地球から宇宙

の果てまでの擬似宇宙旅行を楽しんでもらった

(図３)。望遠鏡の初陣は延期となってしまったが、

これを展示してニュートン式反射望遠鏡の構造

を説明した。終了後に行ったアンケートでは満

足度 94％と大変好評を頂いた。その反面反省点

も多く、「大きな数字や難しい言葉が多かった。」、

「聞き慣れない言葉が多かった。」などの意見を

頂いた。 
そこで、それらを活かし次の観望会を改善し

た。すなわち、同年 12 月 15 日に米子市児童文

化センターという市の教育施設にて観望会を開

くことになったが、その日も雨となり施設にあ

るプラネタリウム内で再び「ミタカ」の上映を

行った(図４)。改善の結果受講者に前回以上の評

価を頂き満足度は 100％と我々としても大変喜ばしい結果となった。 
 
４．まとめ 
 完成した望遠鏡は一から作ったとは思えない、まさに百点満点の出来栄えと

なっている。しかし、これを基に行おうとしていた観望会は上記の通りことご

とく悪天候となり、この望遠鏡が公の場で活躍する機会は未だ訪れていない。

それでも代わりとして行っている「ミタカ」の上映は非常に良い評価を受けて

いるので、今後も悪天候時には同様に「ミタカ」を使用していくつもりである。

我々は今後もこの望遠鏡と「ミタカ」を使い、地域で天体観望会を催すことに

よって「天文の空白」を埋めるべく行動していきたい。 
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図３． 解説を聞く受講者 


